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制御用計算機∴HIDIC 500システム

ControIComputer H‖)lC500

The HIDIC500isacont｢oIcompute｢which hasbeennew】vaddedtoHit∂Chi`s

COnt｢OIcomputer†amilvincluding the H-7250and the H-100.lnits m∂×imum

COnfiguration.the HIDIC500can belinked with■【he H-7250andinits minimum

CO=†ig=｢atio=.With the H-100･l=desig=ing this new comp=ter′emPhasis was

Placed on the feasibilitY Of svstem extension′high-SPeed processing.and on the

汀10dし+la｢const｢uc‾[わn ofhardwa｢e10∂Chievebetterper†0rmanCe/cos10fasvstem.

AIso.fo｢improvjng svstem reliabilitv′this computerw∂S m∂de avail∂blefordual

SVSter†1S.These†eatu｢esd｢ediscussedinthisarticle.

ll 開発の背景

｢l刀‖封‖り.汁汁恍は,一一1陀にプラントと小二糾して仙jlJさjLるたれ

1こ門｢1小二すシ ライン り7ルタイムの処仰が舶捉となるL_,二のた

め､フロセス人.リiノJ斗‡iiF-＼ すへレー一夕コン､ノー′しち､ビグ)軽隻語さ主が必

-■放･になる上土い∴`メ三帖‖り応手‡イ†三の山いことが懲1j亡される.1また,

一【i241l､川1イ心みなく様刺させることが多いうえに､いったん放肺

で什Il∵弓‾るとプラントにリーえる川二一i言二が人きいので†.ナ軒川三が非′】;;=二

【∴iくテ1･けメLばち･ノJない

H-500叫;りブ己にあたノJては､二のような枯木rけ要什ととい二,

以‾卜にi生ぺる.たうち･一号えノブが辞去iトとなっているし､

(1)シてテム･仙J乾ゾ)多様化

小火制御二▲iiで敏供される訓甜ル‾)一射い化ととい二,声廷敦子rのロー

カル7■■ロセ･ソサを化しノた,いわりJるシ1テムク)ド‡H弱化が進む仙l｢】j

にある.-.圭た,制御l勺?Fも,化′､アニプロセスのDDCなどの郎†削t仙り

柏‖かごノ,統制,1√け州トジ)′卜舛三11リ叩システムにみノブれるようなブヾ-j-‡

ジ‾州パモ托処叩を什ん･うも･プ､)まで,処坪内7iが多様化Lている｡さJ〕

に 制御†i糾生はで州川りにもます壬すメェ地化Lつつあり,f∠ミj去托札

辿イ.榊J御才川fにJ.!壬礎をおいた.汁符恍州ノj二川のりンケーー∴ 端末怖

け:‡とCPU(小火処frl!斗きこi′】:)‖‖を結ナナするラインシェアリングシス

テムた‾どが必紫とち一っている._,二のような他Ir】jに対Lて,プラン

トグ)シ1テムエンシニアリ ンク1二+ムづいた,いわ仙る寸璃㍑ニ主のワイ

ドセレクショ ンの叶能ち･二とが‾イこ‾1け欠である‥

(2)†.丁榔州三

MSI,LSIの則ノーi卜ぐ機片注のMTBFい†り壬J批l抑ぎり帖)は人恥iに改

拝されているが,さらにデータの†i子細作,ソフトウ_17の†【言軒州三

などが巾視きれる‖ また,瞬時のシステムダウンも｢汗されない域

で㌣,あるいは,-イ托系の稼動ヰくではil≡■ミi足できない場′㌣などには∴■托

系肌成をとるシステムが叶H州Lてし-る｡そのため,校数f;のCPU

を紙で卜するリンケーノー持と,デュアルアクセス川磁1tドラムな

どのような∴j托系州周辺機器が必要になる｡

(3)コストパー･フォーマンス

コアメモり,.論⊥哩蔀-r一の高速化,CPUと周辺十指旨吉きの怖稚転送,

あるいは､オヘレーテイ ン デシステムの効率向_卜な･どがl･′絹巨向に

厄接寄り･するが,さらに,コストパーーーーフォーマンスの改汚には,

徹礁LたビルディングブロックノJ式をとる必要がある｡これには,

r言亡岱器宗,J.g辺憶器の千丁数などの量的於素のふならず,命令七､ソ

ト,ソフトウ⊥アなど慌能面での拡張什を改ずきすることがイJ‾効で

*lト■′二J袈㍍1:巾ノヾ.みか=‾坊

平井 浩二* 〟んノJ仇川ノ

手芸川正三郎* 5/～aざ(血7-んS(′ん～′r(咋仰(′

ある_:また,ソフトウ_Lア,安圭一-iの教子f,Tlこ1:休肘J,トキュメン

テーショ ンなど上牲/∫二で川三♂)i.†川±,ノ､イアラキシステムイ掛戊トノ)

メ り･ソトなどグ〕純ノよか⊥-ノ,恍抑をシ】j-･ズ化し,二れ⊥lブタフ丁 ミ

り とすることがコストバーーフう
ー-マンスの改作に塊､柁なl札也を打

っている.,

臣l 開発思想と特長

匡=は3鴨川ナの不=ノJ二f一法J條をホLたも♂)でH-500の納城は.H-100,

H-7250とそれぞj･し1-r■fli分オーバラップきせてある.⊃

二れは､一也川村駁に上1･上い垣IJた恍柿を経析的な桃成でユーーザ‥

に拙伏するというノーヒイニブイさ卜♂‾)むとに機仰のシり‥ズ化をl■女卜った紙

状である._,さノブに 川様な巧‾え♂〕もとに,図2の′乍l川でみ巾=の

バラン スを巧■収Lつつす‾7‥ショ ン となるモノユーールの允り三を卜てトーノ

ている′_-ゝ

次に,H-500(′〕システムト♂)三け1主ヒそれノ)に対するJ.しイこ川+ち･名'

えん▲に/ノいて述へこる.､

ミ
て
上
+
K
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Fig.1
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H-500

オプションの

モジュール

性能･規模

3機種の相互関係

Performance-COSt Map of HIDIC Series

H-500の領域は,H一柑0,什7250とそれぞれオーバラップさせ,機種のシリーズ

化を図っている｡
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図2 拡張性の方向

Fig･2 Expandability of Computer System

規模だけでなく,機能や構成についてもオプションとなるモジュールをもうけ

て,各種適用対象に最も適Lた経済的なシステムをユーザーに壬是供できる｡

(1)フ7′ ミ り化

3憐沖正の打古1ナフォーマ･ソトをナナわせるとともに,ソフトウェア,

J.引出機詩話などを車‖‾りこにできるかぎりTl二寸則イl三を持たせるようにLて

あるり ソフトウェアとLては,H-100,H･-7250のそれぞれのすベ

レーティ ン ダンステムをJ.りこと L/ニコンパクトシステム,エクス

テンデ･･ノドンステムの2帥をイ備え,如書残純絹に伺ヲ己L/ニソフトウ

エアを大帖に利用できるようにLてある｡

(2)モジュール化の徹峡

表1にホしたように汀存令セットの姑1こ(BAれり はH-100と川
一

であり,ユーり設朋モシチュール(EAM)によりH-7250とトJ`手にまで慌

古巨のr叫_上ができる｡

EAMをノノミ装Lていない域†トは,疑似一丁汁1ナグ)拭いとなり,l'j動作+

にサフ'■ルー｢ナンにリ ンクするゾ)で,揃号う:速度が机下するの)みでソ

フトウェ1'の変如は不‾安であるLノ ニのはか,メモ】J■プロテクショ

ン,7トレス子⊥･ソクの樟鮒巨,チャネ/し,コアメモリなどす/ヾて

モシュー1ル化Lて,プリ ント枇グ､)そう人グ)ふで谷島に付加できる

よ うにしてある｡.

(3)田辺恍器の允一丈

従来のテ【プ,カードベースグ‾)慌㍑ニ去,‾プロセス人.1jりJ壬とi鞋ち･ビ

表l 命令セット Tablellnstruction of HIDIC 500

基本構成では命令はH-100と同一であり,オプションによりトト7250まで磯能を

向上できる｡

･-･＋･十1し
一

2

一

3

H-50〔l

命て令の種芙頁;H-7250

二三喜警告卜｢悪霊算!.｡

什100Tl

lBAMIEAMli巨AMI-

!‾丁｡;
EAMl11

l l

入出九停止 1
■

ヨ
ll

…雷雲竿三…雪雲芋岳｡･;△;
宝≡≡･インテックス!｡･=喜△l

l

‾†‾‾‾‾‾丁‾‾‾

フローティング演算.｡買 巳 ざ△
○:標準 BAM:Baslし〕Arlt11n■et-(:Mod=le

△:オプション EAM:巨xl亡…【+(モ(】Arlt｢1r†1〔†=:M(Jdし‖〔七
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にノJIJえて,∴垂系システム用のイ滋気ドラムメモリ,インターフ

ェーーーユーリノ根†T】スイLソチ､チャネルのトランクエクスパンダおよぴ

Jユこ城制御に必要なj創i言御1御装置,ラインシェアシステム(データ

フ】j--ウェイ1,あるいは,凶形表示を行なう カラーナイ スフ､レイ

などをト喜郎芭L標準化Lた｡特にラインシェアシステムは,CPUと

遠出i離にある多数の端末機器を-･本の卜榊由線で結で㌻する方式であ

るので､布緑二｢事の守マノー川t;鳩にきわめて有効である｡

(4)イ.揃什仁グ)】rり上

MSI,Jユニブ仏性帯城のコ7などの採川により,MTBFc7つ向_卜を図

る.ととい二,メモIjプロテクション,各村グ)チェック機能､具備

時のステーータス表′J七などを充一夫きせて,故障佃1昨の早期発見と子k

旧け引きijの宕舶柘をl■メトフている｡また,三/ステムとLての†七三細件を向

_1二きせるため.図3にホすような∴‾直系を帖成することができる.⊃
(5)処J!‡との山越化

サイクルタイム0.9J′Sグ〕コアメモリと,高速TTL(Transistor-

Transistor Logic)のMSIを小柁とう‾るiて'7i速.論理系により,表2

にホすようち･スルーープットの高速化を実現Lた｡総でナ的にほ,H･-100

の約6イた,H-7250cつ約2イたの山速処刑か‾叶存巨であるLつ また,オプ

ショ ンでフローーテf ング吉行令を備えているので,ギブソン ミクス

は約6/ノSとなる｡

表2 スループット Table 2 Through-Put

兼念合的にはH一柑0の6倍,H一了250の2倍の高速処王里が可能である｡

処 玉里 スループット(kW′′′s)

‡ 三寅 算 . 2 5 0

2 セ レ ク タ チ ャ ネ ル 2 0 0

3 マルチフリレクサチャネル 1 8 0

4 P C10 1 2.5

デュアル

アクセス

ドラム

H-500

中央処理菜置

切換スイッチ

入出力装置

切換スイッチ

デュアル

アクセス

ドラム

H-500

中央処理装置

プ‾pセス入出力装置

入力Fち 出力部 入力部

プ ロ セ ス

図3 二重系の構成例

Fig.3 An Example of DualSystem Structure

ハードウェアおよぴソフトウエア両面から二重系の構成をサポートL,システ

ムとしての信頼性の向上を図った｡
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図4 システム構成 Fig.4 System Structure of HID】C 500

基本構成ではH-100と同等以上の機能を持ち,二れ トト7250と同等程度まで,機能および規模を容易に拡

に,付加機能(モジュール)を追加することにより, 張することができる.っ

日 ハードウェアシステム

ニメ(にハートウェ7システムノ‾)恨∫姓トニついてCI〕Uを■l･心亡二述べる.

(1)CPUのj,りこ桃収

図4にホ1/たように ノ.!壬1こ柑戊は.4K.i/テグ)コ7メモリ,BAル1,

渕込制御部,プログラム制御(PCIO)による人出力制御弧 コンソ

ーーー′し瓜1仁ノ′L化`｢以J土;ミ乙･とて､ありH-100±川11与1､1卜叫瑞能与すトノて
しヽ
ノわ

(2) コ7メモリ

18ミ′し〇7､)Jムf∴.1.J竺一㌻11二城川コアを仙川L,サイクルタイムは0.9J∠S

て‾,4K.i.′｢ニ､と亡ニモシ_ユー′し化Lてある√､Lたがってフリン =+上/与▲

山加‾う‾るれちでノl主人32K.テ什まで′ヂ声払に付りにできる..

(3)捕t■?二;■fJ;

fT‡}′てナ...′i-,放イれ三7亨･〆)‾7す---｢‾7

であり､.テ./i-｢土16ビ､ソトで,

｢土,‾j¶でに表1で小した′上ノう

!Jて【イj)リ,EAM冬.i仁山1‾‾j‾る二

ト｢土ヒい二H-7250,H-100とIlり

_.i7テ品†1ナかある.ノ
‖川1'粥

ち■1ズニ1トニBAMヒEA九1Ⅰ～IIl{二Ⅰペニウナ

ヒ亡二上りtて斤1ナをJl上人37帥圭で川舟て-

さるL､EAMをノj王子‡LないJ■坊†汁士,そグ)汚】;分の.丁-†1㌻｢土如イル丁【Tl㌻とちI

リサブ′L-一子ンてノノミ子J■▼する-レン､ユタ｢土r†.汁21仙て一ニゾい=-J18附

かフ■ロ ブラムて･､を岬てさる

(4)1仙土LちJ糾征り

川j与Lち制御汀f;のうち,外部1恥土Lろ･イ∴り一ナナjのり引人lレン乙ダ+セプロ

+ニス人■リiノJ巻き;罠l勺に実装される〔∴刊込みレベルは,レベル0,レベ

′し1,クてクしぺ′しにノヾ別され,しべ′し0ご士,什上に,CPUエラr---

ち■ヒ､■ゾ=勺J●粥■出川に仙川される しべ′Ll∫土,さ⊥＼に10仰〝)サブし

べ′しに【く二1ナし∴ タイマ,人.11=J慌詩誌=け‾)しぺ′し 叶〔=1;1仙主､7人=+

しべ′しなと､に川リー､Jlてユー_)れる..外部1仙土礼イJ‾り一川に仙川叶能ちl焚

いこほ女+土.8rしべ′し〕×16(射た=ナノ三叫I川処′叩♂〕恍了拙か強化されて

しlる.〕

(5) 人.リリノ判子卸

1■糾ノ亡するJ･耶と咋賢け三吉の助flこ油性と柁純子‡故に心じて,稚i･即てノで虹

入出力
装 置

;玉抑キミの_よい州別ノJ‾J･〔ヒ′う▲ろた〆)PCI()を化】さ叩主亡二,十ヤネ′しをす

‾7シ ョ ン･上してある′.1)CIO+±人山プJ/r■Tlチタ川しlてプログラムで

一.i｡′げ/‾=虹;拉を子J∵ち･うもジ‾)で紙テーー‾7＼カーートく--スの人川リノ恍

汁÷こなヒJ比中加てJ′i出仕ゾ‾)ノi止し､も･ノ‾)を梢純する.､チャネル(._t,磁1L卜､ラ

ムメモリた･ヒJl′7j漣虹;土キ必■掟ヒする快諾三去をほ糾こ一rるセレクタチャ

ネ′しと､多放ノノ代打こさを描枇‾ナるニ ヒに 卜帖をJ=､たマ′し十フレク

サチャネルの2純に分けられ,し､ずれもサイクルスチ【ルノJノいこ

より高速化かっ三.呪Lている｡田辺機器を接続するトランク(TK)

はで㌻.汁9何で.トランク椚の同峠処理を可能にLて,転送効率を

巾J卜きせている｡

(6) メモ】〕フロテγシーヨ ン,アドレス十_⊥･ソ フ

爪〃‾はニコアメモリゾけぃLてげり戎(2561㍍///へ-シ､=二村L,r7ログ'

ラム三1による.1‡二,;_生.71を仙l卜する椛能で,.拉I∠するとそノ).1:こj土､ヱ★

ご土撫′‡J‖二ち■るととい二,1仙_生.み処J=Ⅰ】工あるいは什‥【トヒちlる(｢

子毛パ▼ごユエントリー--てイ･ソナで桁1Lした1‾､トエソ)アトレスをを!【くiし

図5 HIDIC500のシステム例

Fig.5 An Example of HIDIC 500 System

このシステムは二重系構成をとり,生産管理に適用した例である｡CPU2台,

磁気ドラム2台,その他Pl/0,テレタイプ,CRT,通信制御,CR,LP なと､

から構成されている｡[司の左側制御卓は,システムの監視,操作を行なうシステ

ムコンソールである｡
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図6 H-500ソフトウエアシステム体系 Fig.6Software System of HIDIC500

トト500ソフトウェアシステムは, 小規模構成システ 構成システムで用いられるエクステンデイツドシス システムから成っている｡

ムで用いられるコンパクトシステムと,中･大規模 テムと,他機種でH-500用のプログラムを開発する

し亡う
とする給1ナを梯川する機能で,プログラムデバ､ソグの効ヰ叫+

上に有効である｡これらはいずれもモジュール化されオフゝショ ン

化されている｡区15は､H-500の二∴市系システムの例であるLつ

【】 H-500ソフトウェアシステム

H-500ソフトウ_1アンステムは,二れ圭での数多し､一汁節制御シ

ステムにおける豊吉な経験と実プ抗を一法に,オンラインリアルタ

イム竹三の強化と､ユーザーの似いやすさに市点をおいて糊ヲ芭され

たものである｡

(1)I芯芥件の向上

諮りjAみがはいってかJ〕のタスクの起動,あるいは入汁1ル利子邦に

おけるオーバへ･ソドを縦力縮少するため,高速化に重点をおいて

.芯汁L,従来システムと比べて,メモリの若十(2%)の坪卜加により,

処J二ワリ1三の30%｢〔り_卜を実現Lている｡

(2)仁了哀別隼,オフラインパソナ処‡削牛の強化

このニーズにこたえるため,待機予備系を持つシステムをサポ

ートする,"デュプレ･ソクスシステム■'を開発した｡これにより,

通常は,処f瞥｢竺ヒの高いバリチ処珊を行ない,プチーーの主系の放ド掛時

には満ちに主系をバックア､ソプしてオンライン処理を続行するシ

ステムを実現できる｡

(3)･拡弘三件の強化

命令語レバート り【に拡弓k什をもたせるため,×,÷,浮卓レJ､

数一仁l主演笥二などはオプショ ン化されているが,すべてのオプショ ン

命令にソフトウェアに■よる疑什1命1ナが用意されており,オプショ

ンの選択による70ログラム変更の必要件をなく Lているt)オペレ

ーティ ングシステムには,小形から大形までのシステムをサボ】

卜するため,コア専用あるいは′ト容量ドラム什用のオンライン

オペレーティ ングシステムPMS-Ⅰ､ドラム付システム糊の

PMS一ⅠⅠ.オンラインのあき時間を使用してプログラムの作成,

デバッグを行なうことのできるTSES,能率の良いバッチ処即を

吋能にするPMS-ⅠID,H-500をプログラミ ングシステムとして

使用するNPMS-Ⅰ■,NPMS-ⅠⅠが準備され,さらにこれらおのおの

をモジュール化し,殺も経1斉的なシステムの構成を可能にしている｡

(4)プログラミングの容易化

プログラミング言語として本格的な制御用言語PCL(プロセス

コントロールランゲージ)を提供する｡これは基本文はを現在

最も普及しているFORTRANにおき,デMタ構造はPL/Ⅰをベr

スとしオペレティ ン グシステムとの連けし-,制御用のⅠ/0

機器の制御を強化し,すべての制御用プログラムを能率良く,か

つやさLく記述できるものである｡また､デバッグの容易化につ

いては,デバリグ中川ステーートノントの充f真によりプログラムチ

ェック品f里の一言己述を芥易にし,ソースL‡こ渋レ〈こルでのプログラム

帽j下機能,スナ‥ノブ∪ショ､ソト梓綿巨などによリブログラムの恨j†∴

チェックを容易,かつ止確にしている:コ なおH-500偶のプログラ

ムを他の上位.汁算慌システムを伴って作成L,デバ､ノブすること

もできるよう,H-7250/H-500,H8300up/H-500プログラムデバ

ッグシステムを完三伯し,卜位.汁貨機をすでに持っているユーーサー

ク)仙を図っている｡

(5)保1:件の強化

プログラムは,システムの故山,船駄 作正などのため現地で

各純の保守を必安とするケースが多い.- 二のため,H･･500オペレ

ー1ティ ングシステムでは､タスク間共.適データエリヤの自動管

理,プログラム棉納あきエリヤの自動管押などの機能がヲ浩怖きれ

て才iり,プログラム保マドキュメントの不作=二よるトラブルは未

然ミにIi〃_l卜きれている()

また,異端一時のトラブルシューティ ングを容易にするため,必

紫な場fナは,異常発勺三までのプログラムの主要ポイントの処J子i桝吏

惟が.洞へこられる機能い構えているlつ

図6はH-500システムソフトウェアの1モ体体系をホLたものである｡

日 結 言

HIDIC500は,H-7250,H-100で絹たぎ琵盲二†な維験とり三桁をも と

に帖以主作,丁穴i.埴作に1窮ノ与を帯いて開発されたもグ)であるが,シス

テム偶成のうえでも広域制御､高イて‾摘(化を[川て+とLた純々の新技

術が結集されてし､る｡本システムの朋党によ1)制御用占十算機は､

H-7250,H-500,H-100と性能,規帖,価柿の而で連続的にライ

ンアップされたことになり,より一計件能で綿朽r】てJなシステムのメ偶

成が可台巨となったっ

すでに,___二車化システム,H-500を小枝とするノ､イアラキンス

テムが好i訂削一二様勅中であり,イ今後は,ニれらのフィMルドデmタ

グ)苦手糾二よって†‾ii抑件に対するフィードバ･ソクを回るとともに,

さJ)にJムい分町ヘグ〕適用に努力する戸斤存であるt,終わりに,本開

発に対Lてご才行中とご協力を賜わった1廷】係芥付二に深く謝意を表す

る次芽ちである｡
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